
◆　この計画は、東日本大震災津波からの復旧・復興の取組の中で、学び、培った経験を生か
すものとします。
◆　この計画のもと、引き続き復興に取り組み、一日も早い安全の確保、暮らしの再建、なりわ
いの再生を目指すとともに、東日本大震災津波の教訓を未来に向けて伝承・発信していきます。
◆　また、復興の実践で培われた一人ひとりの幸福を守り育てる姿勢を復興のみならず、県政全
般に広げ、県民相互に、さらには、岩手県と関わりのある人々がお互いに幸福を守り育てる岩
手を実現します。

◆　そのような岩手が、全ての県民が希望を持つことのできる「希望郷いわて」になります。

計画の理念

基本目標の考え方

　この計画では、「いわて県民計画」の成果を引き継ぎつつ、県民一人ひとりがお互いに支え合
いながら、幸福を追求していくことができる地域社会の実現を目指し、幸福を守り育てるための
取組を進めていきます。
　そのためには、県はもとより、県民、企業、NPO、市町村など、地域社会を構成するあらゆ
る主体が、それぞれ主体性を持って、共に支え合いながら、地方の暮らしや仕事など、岩手県
の将来像を描き、その実現に向けて、みんなで行動していくことが大切です。
　また、社会的に弱い立場にある方々が、地域や職場、家庭などでのつながりが薄れることによっ
て孤立することのないように社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン※）の観点に立った取組
を進めることも重要です。

基本目標

東日本大震災津波の経験に基づき、
引き続き復興に取り組みながら、

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて

※ソーシャル・インクルージョン　全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげ
るよう、社会の構成員として包み支え合うという理念。
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復興の目指す姿
 ふっ 　

 こう 　　
　　   め   　   ざ  　　　  　すがた 

f u t u r e  v i s i o n

いのちを守り  海と大地と共に生きる  ふるさと岩手・三陸の創造

「より良い復興～４本の柱～」と取組方向

33 なりわいの再生

暮らしの再建22

　津波により再び人命が失われることのないよう、多重防災型まちづく
りや災害に強いライフラインの構築などにより、災害に強く安全で安心
な暮らしを支える防災都市・地域づくりを推進します。
　また、災害に強い交通ネットワークを構築し、住民の安全を確保します。

　住宅や仕事の確保など、被災者一人ひとりの生活の再建を図ります。
　また、医療・福祉・介護体制など生命と心身の健康を守るシステム
や教育環境の再構築、地域コミュニティ活動への支援などにより、地
域における生活の再建を図ります。

　生産者や事業者が意欲と希望を持って生産・事業活動を行えるよう、
生産体制の構築、金融面や制度面の支援などにより、農林水産業、商
工業など地域産業の再生を図ります。
　また、地域の特色を生かした商品やサービスの創出、高付加価値化や生
産性向上などの取組を促進するほか、新たな交通ネットワークによる物流効
果を生かして地域経済の活性化を図ります。

　日本を代表する震災津波学習拠点として東日本大震災津波伝承館を
整備し、東日本大震災津波の事実を踏まえた教訓を伝承し、その教訓を
防災文化の中で培っていきます。
　また、復興の姿を国内外に発信することにより、将来にわたり復興へ
の理解を深めていきます。

11 安全の確保

44 未来のための伝承・発信
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復 興 の 推 進 に当たって重 視 する視 点

１ 参画 ～若者・女性などの参画による地域づくりを促進します～

２ 交流 ～人やモノの交流の活発化による創造的な地域づくりを促進します～

３ 連携 ～多様な主体が連携し、復興などの取組を推進します～    
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み           らい でん      しょう はっ         しん

かく　 　ほ
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せいさん おこなじ ぎょう しゃ じ ぎょうかつどうい よく き  ぼう も

いりょう

きょういくかんきょう さいこうちく

ふく  し かい  ご たいせい せいめい しんしん けんこう まも
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せいかつ さいけん はか

はか

に  ほん

ふっこう

り かい ふか

すがた こくないがい はっ しん しょうらい ふっこう

だいひょう しん さい  つ  なみがくしゅうきょてん ひがし に ほん だい しん さい つ  なみでんしょうかん

ひがし に ほん だいしん さい  つ なみせい  び

ぼうさい ぶん か なか つちか
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はか

いき

かく  ほ

つ  なみ

さいがい

く ささ ぼうさい   と   し  ち  いき

 ち  いき

 ち  いき

 ち いきけいざい かっせい か

とくしょく い しょうひん そうしゅつ こう  ふ  か    か  ち  か
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さ
ん
り
く
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ら
い

た
の

ち
か
ら
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い 

じ

く
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今き
ょ

日う

は

家か

族ぞ
く

で

ド
ラ
イ
ブ陸り

く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市し

に

来き

ま
し
た

陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田た

の

街ま
ち

並な

み
も
ず
い
ぶ
ん

変か

わ
っ
た
わ
ね
ぇ

そ
う
だ

な
ぁ

見み

て
！

5
年ね
ん

前ま
え

に
来き

た
と
き
は

か
さ
上あ

げ
工こ
う

事じ

の

真ま

っ
最さ
い

中ち
ゅ
う

だ
っ
た

か
ら
な
ぁ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や

図と

書し
ょ

館か
ん

も

で
き
て
る
よ
！

災さ
い

害が
い

公こ
う

営え
い

住じ
ゅ
う

宅た
く

も

で
き
て
…

安あ
ん

心し
ん

し
て

暮く

ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
ね
ぇ
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さ
あ

復ふ
っ

興こ
う

祈き

念ね
ん

公こ
う

園え
ん

に

着つ

い
た
ぞ

こ
こ
に
は
震し
ん
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い

の
記き

憶お
く

や

教き
ょ
う

訓く
ん

を
伝つ
た

え
る
た
め
に

作つ
く

ら
れ
た
東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

津つ

波な
み

伝で
ん

承し
ょ
う

館か
ん

が

あ
る
ん
だ
よ

こ
ん
な
に

大お
お

き
な
津つ

波な
み

が

来き

た
な
ん
て
…

怖こ
わ

い
ね
…

学が
っ

校こ
う

で
も
震し
ん

災さ
い

に
つ
い
て

勉べ
ん

強き
ょ
う

し
た
け
ど

自じ

分ぶ
ん

の
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の
ち
を
守ま
も

る
の
は
自じ

分ぶ
ん

っ
て

あ
ら
た
め
て
わ
か
っ
た
よ
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っ

際さ
い

に
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災さ
い

し
た
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う
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を
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る
と
違ち
が

う
ね

岩い
わ

手て

で
は
震し

ん

災さ
い

の

経け
い

験け
ん

を
学ま

な

ん
で

活い

か
せ
る
よ
う
に

災さ
い

害が
い

時じ

に

ど
う
行こ

う

動ど
う

す
る
か

我わ

が
家や

で
も

話は
な

し
合あ

っ
て

お
き
た
い
ね
！

そ
う
す
る
！

う
ち
の

防ぼ
う

災さ
い

担た
ん

当と
う

は

幸こ
う

太た

！

し
っ
か
り

頼た
の

む
ぞ
！

ま
か
し

と
い
て
！

防ぼ
う

災さ
い

教き
ょ
う

育い
く

や

啓け
い

発は
つ

活か
つ

動ど
う

に

力ち
か
ら

を
入い

れ
て

い
る
ん
だ
よ

今き
ょ
う日

感か
ん

じ
た
こ
と
を

友と
も

達だ
ち

に
教お

し

え
て

あ
げ
る
と
い
い
ぞ

幸こ
う

太た

も

幸ゆ
き

奈な

も
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政
策
推
進
の
基
本
方
向

「
10
の
政
策
分
野
」の
も
と

一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
守
り
育
て
る

取
組
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
幸
福
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
多
様
性
の
視

点
や
社
会
的
包
摂（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）の
視
点
を
重
視

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
と
も
に
、「
10
の

政
策
分
野
」の
取
組
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

❾社会基盤

10参画

❶
健
康
・
余
暇

❷
家
族
・
子
育
て

❸
教
育

❹
居
住
環
境
・

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

❺
安
全

❻
仕
事
・
収
入

❼
歴
史
・
文
化

❽
自
然
環
境

　生涯を通じた心身の健康づくりを進め、地域の保健医療提供体制の充実や福祉コミュニティづくりなどにより、子ど
もから高齢者まで、障がいのある人もない人も、こころと体の健康を実感でき、また、文化芸術活動やスポーツ活動、
学びの機会を充実することにより、余暇の充実を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　居住環境の整備や日常生活に必要不可欠な交通手段の確保などにより、住まいの快適さや暮らしやすさを実感でき、
また、多様な主体の連携や異なる文化、県内外の人的・経済的な交流などにより、暮らし続けたい、帰りたいと思える
地域のつながりを実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

健康・余暇11

家族・子育て22

教 育33

居住環境・コミュニティ44
健康寿命が長く、いきいきと暮らすことができ、

また、自分らしく自由な時間を

楽しむことができる岩手を目指します。

学びや人づくりによって、

将来に向かって可能性を伸ばし、

自分の夢を実現できる岩手を目指します。

不便を感じないで日常生活を送ることができ、

また、 人や地域の結び付きの中で、

助け合って暮らすことができる岩手を目指します。

家族の形に応じたつながりや

支え合いが育まれ、また、安心して

子育てをすることができる岩手を目指します。

いわ  て め　 ざ

し

ふ   べん にち じょう せい かつ おく

ひと

たす いわ  て め    ざ

いわ   て め    ざ

あ く

むす つ なかち   いき

かん

きょ      じゅう     かん      きょう

まな ひと

しょうらい

じ   ぶん ゆめ じつ  げん

む のか  のう せい

きょう         いく

か          ぞく こ         そだ

いわ   てこ   そだ

あん しん

か   ぞく

ささ あ はぐく

かたち おう

め    ざ

　学校教育の充実や国際交流、文化・スポーツ、産業などの様々な分野での人づくりを進めることにより、将来を担う
子どもたちの心豊かな学びや生きる力の高まりを実感でき、国内外や地域社会の様々な分野で活躍する人材が育って
いると実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　従来の形に捉われない様々な家族の形態において、それぞれが大切な人とのつながりや支え合いを確保できる環境づ
くりを進めることにより、共につながり、支え合う良好な家族関係を実感でき、また、結婚や出産、子育てなどの環境づく
りを進めることにより、家庭や地域で、子どものいきいきとした成長を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

み
ん
な
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

全
て
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ニ
ャ
！

い
ろ
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立
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の
人
が
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れ
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と
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な
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こ
う
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あ
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ふ
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う
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き
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あ
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ぜ
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ぞ
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け
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よ
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そ
だ

し
ゅ
う
に
ゅ
う

し
ぜ
ん
か
ん
き
ょ
う

れ  

き
し

ぶ
ん  

か

けん こう じゅ みょう

しょうがい

こうれい しゃ しょう ひと ひと からだ けんこう じっかん

じっかん じつげん む とりくみ てんかい

ぶん か  げいじゅつかつどう かつどう

つう しんしん けんこう すす ち  いき ほ  けん い りょうていきょうたいせい じゅうじつ

じゅうじつじゅうじつまな き かい

きょじゅうかんきょう

た  よう しゅたい れんけい こと ぶん か けんないがい じんてき けいざいてき こうりゅう く つづ かえ おも

ひつよう  ふ  か  けつせい  び にちじょうせいかつ こうつうしゅだん かく ほ す かいてき じっかんく

ち いき じっかん

こ こころゆた まな い ちから たか じっかん こくないがい ち  いきしゃかい さまざま ぶん や かつやく じんざい そだ

がっこうきょういく じゅうじつ こくさいこうりゅう ぶん か さんぎょう さまざま ぶん や ひと すす

こ そだ かんきょうすす

かんきょうじゅうらい とらかたち さまざま か  ぞく けいたい たいせつ ひと ささ あ かく  ほ

しょうらい にな

いわ て じつげん む とりくみ てんかい

じっかん いわ て じつげん む とりくみ てんかい

よ　か いわ て

ふく  し こ

じ   ぶん じ   ゆう じ   かん

たの

なが く

けん　　こう よ　　　か

じっかんすす

か ぞくかんけいとも ささ あ じっかん けっこん しゅっさんりょうこう

か てい ち いき こ せいちょう いわ て じつげん む とりくみ てんかい
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健康寿命が長く、いきいきと暮らすことができ、

また、自分らしく自由な時間を

楽しむことができる岩手を目指します。
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　男女共同参画や若者・女性、高齢者、障がい者などが活躍できる仕組みづくり、NPO や関係団体等の多様な主体
による幅広い市民活動や県民運動の促進など、8 つの政策分野を支えるソフトパワーの強化により、地域の魅力を実
感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。
　また、これらの取組の展開に当たっては、岩手県の魅力の国内外への情報発信や市町村との連携の推進などの視点
も重要です。

自然環境88

社会基盤99

1010 参 画

防災対策や産業振興など幸福の追求を

支える社会基盤が整っている

岩手を目指します。

男女共同参画や若者・女性、高齢者、

障がい者などの活躍、幅広い

市民活動や県民運動など幸福の追求を支える仕組みが整っている岩手を目指します。

一人ひとりが恵まれた自然環境を守り、

自然の豊かさとともに暮らすことができる

岩手を目指します。

　社会経済活動や教育・研究の土台となる情報通信技術の活用、科学の振興、産業や暮らしを支える社会資本の整
備など、8 つの政策分野を支える基盤の強化により、地域の魅力を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　良好な自然環境の保全や循環型地域社会の形成、再生可能エネルギーの導入をはじめとする地球温暖化対策などを
進めることにより、自然に恵まれていることを実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　世界遺産の保存と活用を進め、また、過去や現在から未来に引き継ぎたい地域の歴史や伝統文化を学び、受け継ぐ
ことにより、岩手や地域への誇りや愛着を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

安 全55

仕事・収入66

歴史・文化77

農林水産業やものづくり産業などの活力ある

産業のもとで、安定した雇用が確保され、

また、やりがいと生活を支える所得が得られる仕事につくことができる岩手を目指します。

豊かな歴史や文化を受け継ぎ、

愛着や誇りを育んでいる

岩手を目指します。

災害をはじめとした様々なリスクへの備えがあり、

事故や犯罪が少なく、安全で、安心を

実感することができる岩手を目指します。

　岩手県の地域経済を支える中小企業、地域経済をけん引する自動車や半導体関連産業をはじめとするものづくり産
業、地域の特性や資源を活用した産業、幅広い分野に波及効果をもたらす観光産業、岩手県の基幹産業である農林水
産業などの産業政策を総合的に展開し、一人ひとりの能力を発揮できる多様な雇用の確保を進めることにより、希望す
る仕事に就き、安心して働きながら、仕事のやりがいを実感でき、また、経済基盤の高度化や生産性の向上を図ること
により、必要な収入や所得が得られていると実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　災害に対する十分な備えや、犯罪、交通事故が起こりにくい環境づくりに取り組むとともに、食の安全の確保や感染
症の予防対策などを進めることにより、地域の安全や暮らしの安心を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。
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　男女共同参画や若者・女性、高齢者、障がい者などが活躍できる仕組みづくり、NPO や関係団体等の多様な主体
による幅広い市民活動や県民運動の促進など、8 つの政策分野を支えるソフトパワーの強化により、地域の魅力を実
感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。
　また、これらの取組の展開に当たっては、岩手県の魅力の国内外への情報発信や市町村との連携の推進などの視点
も重要です。

自然環境88

社会基盤99

1010 参 画

防災対策や産業振興など幸福の追求を

支える社会基盤が整っている

岩手を目指します。

男女共同参画や若者・女性、高齢者、

障がい者などの活躍、幅広い

市民活動や県民運動など幸福の追求を支える仕組みが整っている岩手を目指します。

一人ひとりが恵まれた自然環境を守り、

自然の豊かさとともに暮らすことができる

岩手を目指します。

　社会経済活動や教育・研究の土台となる情報通信技術の活用、科学の振興、産業や暮らしを支える社会資本の整
備など、8 つの政策分野を支える基盤の強化により、地域の魅力を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　良好な自然環境の保全や循環型地域社会の形成、再生可能エネルギーの導入をはじめとする地球温暖化対策などを
進めることにより、自然に恵まれていることを実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　世界遺産の保存と活用を進め、また、過去や現在から未来に引き継ぎたい地域の歴史や伝統文化を学び、受け継ぐ
ことにより、岩手や地域への誇りや愛着を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

安 全55

仕事・収入66

歴史・文化77

農林水産業やものづくり産業などの活力ある

産業のもとで、安定した雇用が確保され、

また、やりがいと生活を支える所得が得られる仕事につくことができる岩手を目指します。

豊かな歴史や文化を受け継ぎ、

愛着や誇りを育んでいる

岩手を目指します。

災害をはじめとした様々なリスクへの備えがあり、

事故や犯罪が少なく、安全で、安心を

実感することができる岩手を目指します。

　岩手県の地域経済を支える中小企業、地域経済をけん引する自動車や半導体関連産業をはじめとするものづくり産
業、地域の特性や資源を活用した産業、幅広い分野に波及効果をもたらす観光産業、岩手県の基幹産業である農林水
産業などの産業政策を総合的に展開し、一人ひとりの能力を発揮できる多様な雇用の確保を進めることにより、希望す
る仕事に就き、安心して働きながら、仕事のやりがいを実感でき、また、経済基盤の高度化や生産性の向上を図ること
により、必要な収入や所得が得られていると実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。

　災害に対する十分な備えや、犯罪、交通事故が起こりにくい環境づくりに取り組むとともに、食の安全の確保や感染
症の予防対策などを進めることにより、地域の安全や暮らしの安心を実感できる岩手の実現に向けた取組を展開します。
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ILCプロジェクト
　国際リニアコライダー( I LC)の実現により、世界
トップレベルの頭脳や最先端の技術、高度な人材
が集積されることから、イノベーションを創出す
る環境の整備などを進めることにより、知と技術
が集積された国際研究拠点の実現を目指します。

　県央・県南広域振興圏にまたがる北上川流域に
おいて、広域的な連携の更なる促進や、第4次産
業革命技術のあらゆる産業分野、生活分野への導
入などを通じ、働きやすく、暮らしやすい、21世
紀の先行モデルとなるゾーンの創造を目指します。

＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

三陸防災復興ゾーン
プロジェクト

　東日本大震災津波からの復興の取組により大き
く進展したまちづくりや交通ネットワーク、港湾
機能などを生かした地域産業の振興を図るととも
に、国内外との交流を活発化することで、岩手県
と国内外をつなぐ海側の結節点として持続的に発
展するゾーンの創造を目指します。

北上川バレー
プロジェクト

11

22

33

北いわて産業・社会革新
ゾーンプロジェクト

　特徴的な産業の振興や交流人口の拡大、再生可
能エネルギー資源の利用促進など、北いわてのポ
テンシャルを最大限に発揮させる地域振興を図る
とともに、人口減少と高齢化、環境問題に対応す
る社会づくりを一体的に推進し、持続的に発展す
る先進的なゾーンの創造を目指します。

44

集落

集落

集落

活力ある小集落実現
プロジェクト

　人や地域のつながりが大切にされている岩手県
の風土を土台としながら、第4次産業革命技術や
遊休資産を生かした生活サービスの提供、人材・
収入の確保、都市部との交流の促進など、住民主
体の取組の促進を通じて、活力ある地域コミュニ
ティの実現を目指します。
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ILCプロジェクト
　国際リニアコライダー( I LC)の実現により、世界
トップレベルの頭脳や最先端の技術、高度な人材
が集積されることから、イノベーションを創出す
る環境の整備などを進めることにより、知と技術
が集積された国際研究拠点の実現を目指します。

　県央・県南広域振興圏にまたがる北上川流域に
おいて、広域的な連携の更なる促進や、第4次産
業革命技術のあらゆる産業分野、生活分野への導
入などを通じ、働きやすく、暮らしやすい、21世
紀の先行モデルとなるゾーンの創造を目指します。

＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

三陸防災復興ゾーン
プロジェクト

　東日本大震災津波からの復興の取組により大き
く進展したまちづくりや交通ネットワーク、港湾
機能などを生かした地域産業の振興を図るととも
に、国内外との交流を活発化することで、岩手県
と国内外をつなぐ海側の結節点として持続的に発
展するゾーンの創造を目指します。

北上川バレー
プロジェクト

11

22

33

北いわて産業・社会革新
ゾーンプロジェクト

　特徴的な産業の振興や交流人口の拡大、再生可
能エネルギー資源の利用促進など、北いわてのポ
テンシャルを最大限に発揮させる地域振興を図る
とともに、人口減少と高齢化、環境問題に対応す
る社会づくりを一体的に推進し、持続的に発展す
る先進的なゾーンの創造を目指します。

44

集落

集落

集落

活力ある小集落実現
プロジェクト

　人や地域のつながりが大切にされている岩手県
の風土を土台としながら、第4次産業革命技術や
遊休資産を生かした生活サービスの提供、人材・
収入の確保、都市部との交流の促進など、住民主
体の取組の促進を通じて、活力ある地域コミュニ
ティの実現を目指します。
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＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

文化・スポーツレガシー
プロジェクト

　岩手県が誇る世界遺産や多彩な民俗芸能、文化
芸術・スポーツへの関心の高まりを、次の世代に
つなげていくため、官民一体による推進体制の構
築などにより、県民が日常的に文化芸術やスポー
ツに親しみ、楽しみ、そして潤う豊かな社会の実
現を目指します。

99

水素利活用推進
プロジェクト

　岩手県の豊富な再生可能エネルギー資源を最大
限に生かし、再生可能エネルギー由来の水素を多
様なエネルギー源の一つとして利活用する取組を
通じて、低炭素で持続可能な社会の実現を目指し
ます。

1010

人交密度向上
プロジェクト

　第4次産業革命技術を活用して、岩手県の地域
や人々と多様に関わる「関係人口」の質的・量的
な拡大を図り、世界中がいつでも、どこでも岩手
県とつながる社会を実現し、関係人口の継続的か
つ重層的なネットワーク形成などによる「人交密
度」の向上を目指します。

1111

＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

農林水産業高度化推進
プロジェクト

　情報通信技術(ICT)やロボット等の最先端技術
を最大限に活用した生産現場のイノベーションに
よる飛躍的な生産性の向上、農林水産物の新たな
価値の創出等の取組を通じて、農林水産業の高度
化を推進し、収益性の高い農林水産業の実現を目
指します。

66

健幸づくり
プロジェクト

　県立病院・大学等で保有する医療データや健診
機関で保有する健診データ等を生かし、健康・医
療・介護データを連結するビッグデータの連携基
盤を構築し、その活用を通じて、健康寿命が長く
いきいきと暮らすことのできる社会の実現を目指
します。 

77

学びの改革
プロジェクト

　人工知能(AI)をはじめとする第4次産業革命技
術を活用し、就学前から高校教育までの質が高く
切れ目のない教育環境の構築を通じて、新たな社
会を創造し、岩手県の未来をけん引する人材の育
成を目指します。 
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＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

文化・スポーツレガシー
プロジェクト

　岩手県が誇る世界遺産や多彩な民俗芸能、文化
芸術・スポーツへの関心の高まりを、次の世代に
つなげていくため、官民一体による推進体制の構
築などにより、県民が日常的に文化芸術やスポー
ツに親しみ、楽しみ、そして潤う豊かな社会の実
現を目指します。

99

水素利活用推進
プロジェクト

　岩手県の豊富な再生可能エネルギー資源を最大
限に生かし、再生可能エネルギー由来の水素を多
様なエネルギー源の一つとして利活用する取組を
通じて、低炭素で持続可能な社会の実現を目指し
ます。

1010

人交密度向上
プロジェクト

　第4次産業革命技術を活用して、岩手県の地域
や人々と多様に関わる「関係人口」の質的・量的
な拡大を図り、世界中がいつでも、どこでも岩手
県とつながる社会を実現し、関係人口の継続的か
つ重層的なネットワーク形成などによる「人交密
度」の向上を目指します。
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＼ 新 し い 時 代 を 切 り 拓 く プ ロ ジ ェ ク ト ／

農林水産業高度化推進
プロジェクト

　情報通信技術(ICT)やロボット等の最先端技術
を最大限に活用した生産現場のイノベーションに
よる飛躍的な生産性の向上、農林水産物の新たな
価値の創出等の取組を通じて、農林水産業の高度
化を推進し、収益性の高い農林水産業の実現を目
指します。

66

健幸づくり
プロジェクト

　県立病院・大学等で保有する医療データや健診
機関で保有する健診データ等を生かし、健康・医
療・介護データを連結するビッグデータの連携基
盤を構築し、その活用を通じて、健康寿命が長く
いきいきと暮らすことのできる社会の実現を目指
します。 

77

学びの改革
プロジェクト

　人工知能(AI)をはじめとする第4次産業革命技
術を活用し、就学前から高校教育までの質が高く
切れ目のない教育環境の構築を通じて、新たな社
会を創造し、岩手県の未来をけん引する人材の育
成を目指します。 
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かい ご れんけつ れんけい き

ばん つうかつようこうちく けんこうじゅみょう なが

く しゃかい じつげん め   ざ

じんこう  ち のうエーアイ だい じ さんぎょうかくめい ぎ

しゅうがくまえかつよう こうこうきょういく しつ たかじゅつ

つうき め きょういくかんきょう こうちく あらた しゃ

いわ て けん いん じんざい いくみ らいかい そうぞう

せい め　ざ
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盛岡市

宮古市

大船渡市奥州市

花巻市

北上市

久慈市

遠野市

一関市

陸前高田市

釡石市

二戸市

雫石町

滝沢市

紫波町

矢巾町

西和賀町

金ケ崎町

平泉町

住田町

大槌町

山田町

岩泉町
田野畑村

普代村
野田村

軽米町 洋野町

八幡平市 葛巻町
岩手町

九戸村
一戸町

「４本の柱」と取組方向

地域意識に根ざした

県民本位の行政経営の推進 1
戦略的で実効性のある

マネジメント改革の推進4

高度な行政経営を

支える職員の能力向上 2
効率的な業務遂行や

ワーク・ライフ・バランスに

配慮した職場環境の実現
3

県内外の様々な主体と協働し、岩手県民が相互に幸福を守り育てるとともに、 

広く県外に向けて幸福を守り育てる機会を提供することができる岩手の実現 

沿岸広域振興圏

地
域
振
興
の
展
開
方
向

　
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
町
村
が
担
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ

つ
、
よ
り
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
４
広
域
振
興
圏
の
振
興
を
進
め
る
と

と
も
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
守
り
育
て
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
各
地
域
の
特
性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

　
県
は
地
域
を
担
う
主
体
の
一
つ
と
し
て
、
推
進
力
と
な
る
人
と
人
、

人
と
地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
地
域
づ
く
り

を
支
え
、
岩
手
全
体
の
底
力
を
高
め
、
地
域
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ

る
よ
う
県
民
と
と
も
に
歩
む
行
政
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
復
興
の
過
程
で
学
び
、
培
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
県
民
一
人
ひ

と
り
、
そ
し
て
社
会
と
し
て
お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、

広
く
県
外
に
向
け
て
誇
れ
る
岩
手
の
実
現
を
目
指
し
、
行
政
経
営
の
質

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
の
認
識
の
も
と
、
県
民
の
信
頼
に
応
え
る
、
よ
り
質
の
高
い
行

政
経
営
を
進
め
、
こ
の
計
画
に
掲
げ
た
政
策
の
実
効
性
を
高
め
、
東
日

本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
と「
希
望
郷
い
わ
て
」の
実
現
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

県央広域振興圏
【目指す姿】

　県都を擁する圏域として、産業・人・
暮らしの新たなつながりを生み出す連携
の深化により求心力を高め、東北の拠点
としての機能を担っている地域 

県北広域振興圏
【目指す姿】

　多様かつ豊富な資源・技術、培われた
知恵・文化を生かし、北東北、北海道に
広がる交流・連携を深めながら、新たな
地域振興を展開する地域

県南広域振興圏
【目指す姿】

　人とのつながり、県南圏域の産業集積
や農林業、多様な地域資源を生かしなが
ら、暮らしと産業が調和し、世界に向け
岩手の未来を切り拓く地域

【目指す姿】
　東日本大震災津波からの復興を着実に進
め、その教訓を発信し、新たな交通ネットワー
クや様々なつながりを生かした新しい三陸
の創造により、国内外に開かれた交流拠点
として岩手の魅力を高め、広げていく地域

目 指 す 姿

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
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め 　  ざ すがた
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盛岡市

宮古市

大船渡市奥州市

花巻市

北上市

久慈市

遠野市

一関市

陸前高田市

釡石市

二戸市

雫石町

滝沢市

紫波町

矢巾町

西和賀町

金ケ崎町

平泉町

住田町

大槌町

山田町

岩泉町
田野畑村

普代村
野田村

軽米町 洋野町

八幡平市 葛巻町
岩手町

九戸村
一戸町

「４本の柱」と取組方向

地域意識に根ざした

県民本位の行政経営の推進 1
戦略的で実効性のある

マネジメント改革の推進4

高度な行政経営を

支える職員の能力向上 2
効率的な業務遂行や

ワーク・ライフ・バランスに

配慮した職場環境の実現
3

県内外の様々な主体と協働し、岩手県民が相互に幸福を守り育てるとともに、 

広く県外に向けて幸福を守り育てる機会を提供することができる岩手の実現 

沿岸広域振興圏

地
域
振
興
の
展
開
方
向

　
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
町
村
が
担
う
こ
と
を
基
本
と
し
つ

つ
、
よ
り
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
４
広
域
振
興
圏
の
振
興
を
進
め
る
と

と
も
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
守
り
育
て
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
各
地
域
の
特
性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

　
県
は
地
域
を
担
う
主
体
の
一
つ
と
し
て
、
推
進
力
と
な
る
人
と
人
、

人
と
地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
地
域
づ
く
り

を
支
え
、
岩
手
全
体
の
底
力
を
高
め
、
地
域
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ

る
よ
う
県
民
と
と
も
に
歩
む
行
政
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
復
興
の
過
程
で
学
び
、
培
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
県
民
一
人
ひ

と
り
、
そ
し
て
社
会
と
し
て
お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、

広
く
県
外
に
向
け
て
誇
れ
る
岩
手
の
実
現
を
目
指
し
、
行
政
経
営
の
質

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
の
認
識
の
も
と
、
県
民
の
信
頼
に
応
え
る
、
よ
り
質
の
高
い
行

政
経
営
を
進
め
、
こ
の
計
画
に
掲
げ
た
政
策
の
実
効
性
を
高
め
、
東
日

本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
と「
希
望
郷
い
わ
て
」の
実
現
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

県央広域振興圏
【目指す姿】

　県都を擁する圏域として、産業・人・
暮らしの新たなつながりを生み出す連携
の深化により求心力を高め、東北の拠点
としての機能を担っている地域 

県北広域振興圏
【目指す姿】

　多様かつ豊富な資源・技術、培われた
知恵・文化を生かし、北東北、北海道に
広がる交流・連携を深めながら、新たな
地域振興を展開する地域

県南広域振興圏
【目指す姿】

　人とのつながり、県南圏域の産業集積
や農林業、多様な地域資源を生かしなが
ら、暮らしと産業が調和し、世界に向け
岩手の未来を切り拓く地域

【目指す姿】
　東日本大震災津波からの復興を着実に進
め、その教訓を発信し、新たな交通ネットワー
クや様々なつながりを生かした新しい三陸
の創造により、国内外に開かれた交流拠点
として岩手の魅力を高め、広げていく地域

目 指 す 姿

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

頑
張
る
ん
ニ
ャ
！

県
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ん
し
き

け
ん
み
ん

ち 

い
き

が
ん 

ば

と
く
せ
い

い

け
ん
み
ん

き
ょ
う
り
ょ
く

け
ん

す
す

もりおか し

みや こ  し

おおふな  と  し
おうしゅうし

はなまき し

きたかみ し

く  じ  し

とお  の   し

いちのせきし

りくぜんたか た し

かまいし し

に の へ し

しずくいしちょう

たきざわ し

し  わ  ちょう

や はばちょう

にし  わ  が まち

かね が さきちょう

ひらいずみちょう

すみ た ちょう

おおつちちょう

やま だ まち

いわいずみちょう

た  の  はたむら

ふ  だいむら

の  だ  むら

かるまいまち
ひろ の ちょう

はちまんたい し
くずまきまち

いわ て まち

くのへむら

いちのへまち

ほん とりくみほうこうはしら

こう  ど ぎょうせいけいえい

ささ しょくいん のうりょくこうじょう

ねち   いき い  しき

けんみんほん い ぎょうせいけいえい すいしん

せんりゃくてき じっこうせい

かいかく すいしん

こうりつてき ぎょう む   すい こう

しょくばかんきょう じつげんはいりょ

けんないがい さまざま

けんがいひろ む こうふく まも そだ き  かい ていきょう いわ  て じつげん

しゅたい いわ   て  けんみん そう ご こうふく まも そだきょうどう

め 　  ざ すがた
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いわて
イイね!

の

いわての歴史・文化
岩手の歴史が育んできた数々の遺産は、世界的に価値のある希少なもの。

先人たちが受け継いできた歴史・文化をしっかり学び、
大切に守っていきましょう。

早池峰神楽（花巻市）●

橋野鉄鉱山（釡石市）●

平泉（平泉町）●
吉浜のスネカ（大船渡市）●

　　  ●
一関・平泉地域のもち食文化
（一関市・平泉町）

●御所野遺跡（一戸町）
岩手は

世界遺
産の宝

庫！

世界中
の人た

ちに

自慢で
きるニ

ャ！

近代製鉄の父と言われる大島高任の指導により建設され
た、現存する最古の洋式高炉跡。製鉄産業の近代化を象徴
する遺跡として、2015年に世界遺産に登録された。

橋野鉄鉱山

浄土思想に基づいて造られた寺院・庭園などの遺跡が良好に保存さ
れていることから、2011年に世界遺産に登録。中尊寺、毛越寺など、
５遺跡等で構成されている。

平泉─仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群─ 大償と岳の２つの神楽座からなり、500年以上
の伝統を誇る希少な神楽。国の重要無形民俗
文化財であり、2009年にはユネスコの無形文
化遺産に登録された。

早池峰神楽

縄文時代中期の集落遺跡で、計
画的なムラの跡を確認できる貴
重な遺跡。「北海道・北東北の
縄文遺跡群」の構成資産の一つ
として、世界遺産登録を目指し
ている。

御所野遺跡一関・平泉地域のもち食文化 （北海道・北東北の縄文遺跡群／世界文化遺産候補）

（ユネスコ無形文化遺産）

古くから独自のもち食文化を
育んできた、一関地方。この食
文化が、2013年にユネスコ
の無形文化遺産に登録された
「和食」の一つに認定。世界に
その価値を広く知らしめた。

（和食：日本人の伝統的な食文化/

ユネスコ無形文化遺産）

鬼とも獣ともつかない面をつけた「スネカ」が家々を訪れ、
怠け者を戒める小正月の行事。2018年に「来訪神：仮面・
仮装の神々」としてユネスコの無形文化遺産に登録。

吉浜のスネカ
（来訪神：仮面・仮装の神 /々

ユネスコ無形文化遺産）

（世界文化遺産）

（明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業/

世界文化遺産）

れ　き　　　し　　        　    ぶ　ん              か

はし   の     てっ  こう  ざん

ひらいずみ
ぶっこくど   じょうど         あらわ   けんちく  ていえんおよ    こう  こ がくてきいせきぐん

はや    ち       ね    かぐ    ら

ご    しょ    の        い   せきいちのせき ひらいずみ  ち   いき しょく ぶん か

よし  はま

じょうど  し そう もと つく じ  いん ていえん い せき ほ  ぞんりょうこう

い せきとう こうせい

ねん せ かい  い  さん

し どう けんせつおおしまたかとうきんだいせいてつ ちち い

い せき

さい  こ ようしきこう  ろ  あと せいてつさんぎょう きんだい  か しょうちょうげんぞん

ねん せ かい  い  さん

おおつぐない たけ か ぐ ら ざ ねんいじょう

ぶん  か ざい ねん む けいぶん

か ぐ ら じゅうよう  む けいみんぞくくにでんとう き しょうほこ

か   い  さん とうろく

とうろく

とうろく

しょくぶん  かふる どく じ

はぐく いちのせきちほう しょく

ねんぶん  か

とうろくむ けいぶん  か   い  さん

せ かいにんていひとわ しょく

か　ち しひろ

じょうもんじだいちゅうき しゅうらく い せき けい

かくてき あと かくにん き

ちょう い せき ほっかいどう きたとうほく

こう せい し さん ひとじょうもん い せきぐん

せ かい い  さんとうろく め　ざ

おに けもの めん いえいえ おとず

こしょうがつ ぎょうじなま もの いまし ねん らいほうしん か めん

か そう かみがみ

らいほうしん か めん か そう かみがみ

とうろくむ けいぶん  か  い  さん

ちゅうそんじ もうつう じ

せ かい
 い さ

ん

せかい
じゅう

ひと

じ まん

いわて

ほう こ

いわて れき し はぐく かずかず い さん

せんじん う つ

たい せつ まも

れき し ぶん か まな

せ かい てき か  ち き  しょう

ご しょ の   い せき いちのへまち

はや ち  ね  かぐら はなまき し

はし の てっこうざん

よしはま

ひらいずみ ひらいずみちよう

いちのせき ひらいずみちいき しょくぶんか

ひらいずみちょういちのせきし

おおふなと し

かまいしし

せ かいぶん か い さん む けいぶん か い さん

む けいぶん か い さん

む けいぶん か い さん

わしょく にほんじん でんとうてき しょくぶんか

せ かいぶん か い さん

せ かいぶんか い さんこう ほほっかいどう きたとうほく じょうもんいせきぐん

めい じ にほん さんぎょうかくめいいさんせいてつ せいこう ぞうせん せきたんさんぎょう

東日本大震災津波の経験に基づき、
引き続き復興に取り組みながら、

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて

ひがし   に      ほん    だい    しん      さい     つ     なみ

ひ

たが こう     ふく まも そだ き      ぼう    きょう

つづ ふっ　こう と く

けい    けん もと

いわて県民計画
（2019～ 2028）
周知用冊子（マンガ版）
令和 2年 3月発行
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